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　リーグ戦10試合を残して、3位との勝点差は11。目標とするJ1昇格に向け
て順調に歩みを進めるチームにおいて、出色のパフォーマンスを続けて
いる一人が松本昌也だ。豊富な運動量をベースとする守備面の貢献も大
きいが、今季は自己最多となる4ゴールに加え、6つのアシストを記録する
など攻撃面での活躍が際立つ。第9節の大宮アルディージャ戦ではクロス
から3アシストを記録する離れ業を演じてみせた。得点に絡むプレーが増
えた要因のひとつが、ゴール前に走り込む回数の増加だ。今季はクロスに
対してニアサイドに飛び込んでいくプレーをチームとして徹底。4得点中3
得点がルキアンのクロスに合わせたものであり、練習の成果が着実に
ゴールへと結びついている。その一方で守備への意識も忘れない。ゴー
ル前に走り込む回数が増えることは、同時に守備に戻る距離が伸びるこ
とを意味する。松本にかかる負担は例年以上に大きいが、チームの勝利の
ために献身的にピッチを走り続けている。
　充実したシーズンを送っているが、忘れることのできない悔しい記憶が
ある。それは7月のモンテディオ山形戦。前半、松本が守る左サイドを立て

続けに破られて2失点。後半の反撃も実らず、昇格を争うライバルに手痛い
敗戦を喫した。「集中して試合に入ったつもりでしたが、どこか隙が生まれ
ていたと思います。大事な試合でしたし情けない気持ちでしたが、自分を見
つめ直す良い機会になりました」。この試合を機にポジショニングなどを整
理し、仲間と共に守備の意識を高く持ち直した松本。山形戦以降、複数失
点はわずかに1度。守備の安定感が増したチームはリーグ戦9試合負けなし
と好調を維持している。
　昇格を成し遂げ、来年J1で戦い抜くチームになるため、松本がポイントに
あげるのが、”ボールを奪いに行く守備”だ。「レベルが上がるごとにミスは
少なくなりますし、戦術面や個人のスキルが上がるので、いかに組織的に
守れるかが大事になってきます。ボールホルダーへのアプローチや周りの
選手との連動性を上げて、守備から攻撃へと結びつけていけるチームに
なっていきたいです」。
 　 シーズンが深まるにつれて確かな積み上げを見せているジュビロ。今日
も松本は高い意識でピッチを走り抜き、勝利を呼び込む。
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